第1巻第5課

第5課　できること
目標
	日本語学習目標

・できることについて言ったり、聞いたりできる。

文化・人間関係目標

・お互いのできることを知ることを通して、友達との関係をつくる。

・世界の中学生のできることに共感をしたり、興味を持ったりする。
	文字学習目標

・平仮名9文字が読めて書ける。


トピック場面（主体场面）
●制作意図＆授業のヒント

・この課の主題場面は、第4課の主題場面の続きの場面です。第4課の主題場面の会話の後に、3人はどんな話をするかを考えさせて、トピックを導入します。

・知らない言葉に出会ったとき、相手に身振り手振りで相手に伝えることも、外国語学習には大切なストラテジーであることを意識させましょう。

　　問いかけの例
○第4課の続きです。3人は何について話していると思いますか。あなたならその次にどんなことを話しますか。

○美佳は、張と金の質問に対して、どうやって張と金に答えたでしょうか。

○美佳が言ったことを、張と金はわかりましたか。

○あなたは何ができますか。
●補足説明

なし
学習活動（学习活动）
できること
	活動のねらい

	・スポーツや楽器や外国語などついて、自分ができること、できないことが言える。

・スポーツや楽器や外国語などについて、相手にできるかどうかたずねることができる。

・自分も相手と同じことができるということ、できないということを言うことができる。

・人の話を聞いて、感想を言ったり、次の行動を起こすために応答することができる。

	技能
	言語材料

	聞く話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	●
	
	
	～ができる。　～はできない。　～がすこしできる。

～ができる？

－できる。　－（すこし）できる。　－できない。

～さんは～と～ができます。
△いっしょにやろう　△教えて　△すごい！

かっこいい　△いいなあ　△そうなんだ
	できる、できない、

できます、できません、
すこし、　　　　　　　　　　　　　　　　

水泳、スケート、スキー、テニス、ピアノ、ギター、二胡、トランペット、料理、英語、中国語、楽器、
パソコン


＊△は、必ずしも使えるようになることを目指した表現ではなく、そのときの会話の文脈に合わせて言ってみることができればいい表現です。
●活動内容
・登場人物と自分が、ある事ができるかできないかを言います。また、友達にできるかどうかたずねて、その回答に対して反応します。
●制作意図＆授業のヒント
・1．は、漫画の内容が理解できれば、美佳、張、金、王が、何ができるかできないかがわかります。それを利用して、「～できる」「～できない」を導入します。

・2．は、自分が何ができるかを言う活動です。例は「（名詞）ができる」に限定してあります。空欄には例にあがっていないことで、言いたいことがあれば、書き込めるようにしました。もし生徒が「（動詞）こと」のほうが適当な内容を言いたくなったら、教師が適宜生徒に「（動詞）こと」で出してください。

　　　　例：「（動詞）こと」のほうが適当なもの

絵を描く、（お菓子）を作る、

・3．は、友達と自分ができることについて情報を交換し合う活動です。会話の中に「いっしょにやろう」「教えて」という表現を例としてあげてありますが、これは、ただできることを聞いて会話が終わるのではなく、聞いたことがその後の行動につながることを意図してあります。ただし、「いっしょにやろう」「教えて」は、会話の文脈に合わせて言うことができればよく、必ずしも使えるようになることを目指した表現ではありません。

・4．は3．で聞いた友達の情報をみんなに紹介する活動です。このとき「できる」ではなく「できます」を使います。さらに、できることが複数あることを想定し、助詞「と」を提示しています。また、3．と同様に、発表者だけが発話して終わるのではなく、発表も相互交流であるため、聞いたことに反応することも意図してとりあげました。それが、「すごい」「そうなんだ」「いいなあ。」「教えて。」「かっこいい。」という表現です。ただし、「すごい」「そうなんだ」「いいなあ」「教えて」「かっこいい」は、会話の文脈に合わせて言うことができればよく、必ずしも使えるようになることを目指した表現ではありません。

●補足説明

なし
PLUS　友達を探そう
	活動のねらい

	・相手の情報を読んだり聞いたりして、メール友達になりたい人を決めることができる。

・メール友達を募集する原稿を書くことができる。

	技能
	言語材料

	聞く話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	●
	●
	●
	
	


●活動内容

・メール友達募集の欄をみて、だれと友達になりたいか考えます。また自分が投稿する原稿を書きます。

●制作意図＆授業のヒント

・この活動は、第5課にありますが、第5課の内容だけではなく、第2～5課での学習内容を含めた内容であり、発展的活動です。この活動を授業で取り扱うかどうかは、クラスの状況をみて判断してください。

・合作交流展示（P105）の例「我们在自己的班级里，向同学采访年龄、生日、兴趣、爱好等等之后，在全班发表。最后，编辑成册了」と似ていますが、第5課では自分で書いてまとめることを意図しています。合作交流展示の例は、友達に聞いて友達のことをメモするという発展的な活動です。

●補足説明

なし

コラム（专栏）
わたしの特技
	目標

	・世界の中学生のできることに共感をしたり、興味を持ったりする。


●制作意図

・写真を使って、世界の中学生のできることを提示しました。自分たちとの共通点や相違点をみつけ、同世代の中学生として国を超えて共感できるものがあることを伝えようとしています。また、人によって得意なことがそれぞれ違い、個性があることについても伝えようとしています。
●授業のヒント

1．写真を見て、世界の中学生がそれぞれ何ができるかを話します。
2．自分たちと比べて共通点・相違点を探し、感じたことを話します。

・自分たちでも各自できることをクラスで披露し合うことができます。

●補足説明

・スキップボール（skipball）：小さなボールのついた紐を片足に結び付けて、その小さなボールを片足で円を描くように回しながら、その紐が回ってきたところでジャンプするという、外で遊ぶおもちゃです。

日本語広場（日语广场）
歌：うみ
	目標

	・日本の歌に親しむ。


●制作意図

・日本の歌を通して、日本語のプロソディを感じ取ります。
●授業のヒント

・歌詞を利用して、今まで習った文字を見つける活動もできます。

●補足説明

・歌詞は以下の通りです。
1番：海は広いな　大きいな　月が昇るし　日が沈む
2番：海は大波　青い波　揺れて　どこまで　続くやら（続くやら＝続くのだろうか）
3番：海にお船を　浮かばせて　行ってみたいな　よその国

考えてみよう・言ってみよう（想一想 说一说）
●制作意図＆授業のヒント

・学習活動で扱ったことを、振り返ったり、確認したりします。

・自分が張の立場になって、美佳に何ができるか聞かれたときに、どう答えるか言ってみます。

●補足説明

・参考解答
　　美佳：何ができる？　張：日本語ができる。
ひらがな（平假名）
	目標

	・ひらがな9文字が読めて書ける。


●制作意図＆授業のヒント

・ひらがなの成り立ちの漢字とひらがなを組み合わせる活動は、生徒の想像力を発揮できるようにしましょう。

・この課で扱う9文字を習った後、読めたり書けるようになる表現：
　　　わたしは二胡（にこ）と日本語（にほんご）ができます。

　　　わたしは二胡（にこ）はできません。

　　　わたしは二胡（にこ）ができる。

　　　わたしは二胡（にこ）はできない。

・付録の五十音図1、2も利用しながら授業ができます。五十音図1の連想法ひらがなは、ほかのアイデアを生徒に考えさせることもできます。
●補足説明

・参考解答
　　そ→曽　み→美　ね→祢　へ→部　あ→安　と→止　ま→末　せ→世　る→留
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